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７
回
浜
益
区
地
域
協
議
会
は
、

１
月
24
日
(水)
、
11
名
の
委
員

が
出
席
し
、
支
所
庁
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

冒
頭
、
事
務
局
よ
り
「
浜
地
協
だ

よ
り(V

O
L.8)(V

O
L.9)

」
の
発
行
実

績
と
平
成
19
年
度
予
算
案
編
成
作

業
段
階
に
お
け
る
浜
益
区
関
連
の

主
要
事
業
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
後
、
地
域
協
議
会
委
員
な
ど
各
種

委
員
の
報
酬
額
の
改
定
、
新
交
通
シ 

      

ス
テ
ム
、
石
狩
市
観
光
振
興
計
画
(案)

に
つ
い
て
全
体
討
議
を
行
い
ま
し

た
。 協

議
さ
れ
た
内
容
等
は
、
概
ね
次

の
と
お
り
で
す
。 

                

画
期
間
を
平
成
19
年
度
か
ら
23

年
度
ま
で
の
５
ヶ
年
間
と
し
、
平

成
22
年
度
の
実
質
的
収
支
黒
字
を
目
標

に
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
市
が 

       

行
っ
て
い
る
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
『
選
択
と
集
中
』
の
観
点
か
ら
聖
域

を
設
け
ず
に
見
直
し
を
行
う
と
し
て
策

定
さ
れ
た
「
石
狩
市
財
政
再
建
計
画(

検

討
原
案)

」
に
基
づ
き
、
各
種
委
員
の
報

酬
が
見
直
さ
れ
る
中
、
地
域
協
議
会
委
員

の
報
酬
額
に
つ
い
て
も
こ
の
４
月
か
ら

改
定
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
説

明
を
受
け
、
理
解
と
協
力
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
。 

                

     

年
４
月
導
入
に
向
け
諸
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
た
。 

新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
無
駄
を
少

な
く
効
率
的
な
運
行
を
基
本
と
し
、
従
来

の
滝
川
浜
益
線
と
浜
益
区
内
線
を
見
直

す
も
の
で
、
い
ず
れ
も
市
が
運
行
主
体
と

な
り
、
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
へ

運
行
委
託
し
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
及
び

年
末
年
始
を
除
く
平
日
の
み
の
運
行
と

な
り
ま
す
。 

「
浜
益
滝
川
間
乗
合
自
動
車
運
行
」
（
現

滝
浜
線
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
等

を
踏
ま
え
、
従
来
の
大
型
車
両
か
ら
９
人

乗
り
ワ
ゴ
ン
車
に
変
え
、
１
日
１
往
復
の

完
全
予
約
運
行
と
な
り
ま
す
。 

一
方
、
「
浜
益
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
」

（
現
区
内
線
）
は
、
児
童
生
徒
の
通
学
を

主
と
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
有
償
で
一

般
の
方
も
乗
車
可
能
と
し
、
従
来
の
大
型

車
両
か
ら
中
型
車
両
に
変
え
、
２
台
の
バ

ス
が
地
区
内
ま
で
循
環
運
行
し
ま
す
。 

登
校
便
（
１
〜
２
便
）
、
下
校
便
（
４

便
）
の
他
、
登
下
校
便
の
空
き
時
間
を
利

用
し
て
、
曜
日
指
定
に
て
北
、
南
、
東
の

３
方
向
か
ら
支
所
、
診
療
所
、
温
泉
を
循

環
し
ま
す
。 

定
時
、
定
路
線
運
行
を
基
本
と
し
ま
す

第 

計

本
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 ◆
「
浜
地
協
だ
よ
り
」
は
、
地
域
協
議

会
で
話
し
合
わ
れ
た
事
柄
や
活
動
内

容
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た

め
、
定
期
的
に
発
行
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

 

【とき】H19.1.24(水)15:00～17:15 
【ところ】支所 庁議室 
【委員】<出席>11名 <欠席>4名 
【傍聴】0名 
【主な議題】 
<報告>地域協議会だより<VOL.8～9>の発
行について・H19主要事業について 
①各種委員の報酬額の改定について 
②新交通システムについて 
③石狩市観光振興計画(案)について 

H18
第７回浜益区地域協議会 

 各
種
委
員
の
報
酬
額
の 

改
定
に
つ
い
て

▲第 7回浜益区地域協議会の様子 

 
新
交
通
シ
ス
テ
ム 

に
つ
い
て 

地域協議会委員の報酬額の改定 
 

区分 
現行 

(円/年) 

改定案

(円/年)

削減額

(円/年) 

削減

率 

会長 

(年) 

20,000 

18,000 
2,000 

委員 

(年) 

18,000 

16,200 
1,800 

10% 

※平成 19年 4月より改定予定 

 

【
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
】
平
成
１
８
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
受
付
は
２
月
１
６
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
、
納
付
期
限
は
３
月
１
５
日
ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
期
限
内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
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が
、
一
部
地
区
（
雄
冬
・
千
代
志
別
・
床

丹
・
送
毛
・
濃
昼
）
は
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

※
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

      

が
策
定
し
た
「
石
狩
市
観
光
振
興

計
画
(案)

」
〜
石
狩
の
宝
発
掘
宣
言

に
つ
い
て
、
浜
益
支
所
地
域
振
興
課
商
工

観
光
担
当
よ
り
計
画
案
の
大
ま
か
な
骨

子
、
概
略
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

同
計
画
は
、
石
狩
の
美
し
い
自
然
や
豊

富
な
食
材
、
地
域
固
有
の
文
化
・
歴
史
な

ど
市
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
、
磨
き
上
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
が
潤
う
こ
と
を
目
指
し
た

戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
平
成
19
年
度
か

ら
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
観
光
と

い
う
視
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
や
石
狩

観
光
の
現
状
と
課
題
、
目
指
す
「
観
光
・

石
狩
」
の
姿
、
計
画
の
具
体
的
施
策
、
ア

イ
デ
ア
・
ヒ
ン
ト
集
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

 

市
で
は
同
計
画
案
に
関
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
２
月
９

日
ま
で
募
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
説
明

を
受
け
た
各
委
員
は
、
持
ち
帰
り
そ
れ
ぞ

れ
で
検
討
し
、
必
要
に
よ
り
対
応
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

<

以
上>

 

    

二
月
と
い
え
ば

「
節
分
」
を
思
い

浮
か
ば
れ
る
方
が

多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

節
分
と
は
「
季
節

を
分
け
る
」
こ
と 

を
意
味
し
て
お
り
、
節
分
の
始
ま
り
を
示
す

立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前
日
は
い
ず

れ
も
節
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現

在
で
は
立
春
の
前
日
を
あ
り
が
た
が
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

節
分
の
日
に
は
炒
っ
た
豆
を
年
神
に
備

え
た
あ
と
、
そ
の
豆
を
年
男
が
「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
と
発
声
し
な
が
ら
蒔
き
ま
す
。
そ

の
時
に
蒔
か
れ
た
豆
を
自
分
の
年
の
数
だ

け
、
あ
る
い
は
年
の
数
よ
り
一
つ
多
く
食
べ

て
一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
風
習
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
豆
ま
き
の
儀
式
は
、
中
国
か
ら

渡
来
し
て
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
た
悪
鬼
・
厄

神
払
い
の
行
事
と
、
寺
社
が
邪
気
払
い
に
行 

             

っ
た
「
豆
打
ち
」
の
儀
式
が
融
合
し
た
も
の

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
さ
て
、
今
年

の
鬼
役
は
誰
に
な
る
こ
と
や
ら
？ 

 

節
分
に
は
豆
ま
き
と

も
う
一
つ
、
ひ
た
す
ら
無

言
で
太
巻
き
寿
司
を
食

べ
る
「
恵
方
巻
き
」
を
取

り
入
れ
て
い
る
方
が
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
福

を
巻
き
込
む
こ
と
か
ら

巻
き
寿
司
、
縁
を
切
ら
な

い
よ
う
に
包
丁
を
入
れ 

ず
に
一
本
丸
ご
と
、
そ
の
年
の
最
良
と
さ
れ

る
方
角
（
恵
方
）
を
向
き
、
願
い
事
を
し
な

が
ら
黙
々
と
最
後
ま
で
食
べ
る
そ
う
で
す
。

し
ゃ
べ
る
と
運
が
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
、
食

べ
終
わ
る
ま
で
は
絶
対
に
口
を
き
い
て
は

い
け
ま
せ
ん
。 

2007

年
の
恵
方
は
『
北
北
西
』 

※
浜
益
区
の
地
域
振
興
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
声

を
ご
遠
慮
な
く
、
最
寄
り
の
委
員
や
事
務
局
に

お
届
け
く
だ
さ
い
。
こ
の
浜
益
区
は
地
域
み
ん

な
の
手
で
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

              

                               

市

 

 浜益区の人口・世帯数 (平成 18年 12月末現在) 

人 口 
［61,443］ 
2,015人 

<＋12> 
<－1> 

男 
［29,946］ 

945人 
<＋5> 
<＋1> 

女 
［31,497］ 
1,070人 

<＋7> 
<－2> 

世帯数 
［25,225］ 

993戸 
<＋6> 
<－1> 

※上段の［ ］は石狩市全体 

< > は対前月 

 お く や み 

氏 名 死亡年月日 年齢 住所 
畑中 健二 さん H19.1.5 76 柏木 
大沼 清井 さん H19.1.8 89 川下 
西口 鉅美 さん H19.1.16 78 幌 

編集後記

 
石
狩
市
観
光
振
興 

計
画
(案)
つ
い
て 

 
 
▼市全体 

人口(人) 
区分 

計 男 女 

世帯数
(世帯)

H18末 61,443 29,946 31,497 25,225 
H17末 61,452 29,928 31,524 24,852 
差 －9 ＋18 －27 ＋373 

主な異 
動事由 

［出生］  392 
［転入］2,793 

［死亡］  486 
［転出］2,712 

 
▼浜益区 

人口(人) 
区分 

計 男 女 

世帯数
(世帯)

H18末 2,015 945 1,070 993 
H17末 2,079 969 1,110 1,004 
差 －64 －24 －40 －11 

主な異 
動事由 

［出生］<計>10 
［ 〃 ］<男> 7 
［ 〃 ］<女> 3 
［転入］<計>36 
［ 〃 ］<男>22 
［ 〃 ］<女>14 

［死亡］<計>27 
［ 〃 ］<男>14 
［ 〃 ］<女>13 
［転出］<計>56 
［ 〃 ］<男>27 
［ 〃 ］<男>29 

※浜益区の異動数は浜益支所届け出分のみ 

 
ちょっと!! データより… 

人の動き、この一年…平成18年 

鬼
は
〜
外
!! 

福
は
〜
内
!!

▲1/27 浜益区民スポーツフェスティバル「冬」
…五色綱引きより コテッ!! 

今月の一枚から

 

【
支
所
市
民
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】
２
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
９
期
、
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
第
９
期
の
納
期
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

 


